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施工事例 幅 20m×高さ 3m＝面積 60 ㎡ 

 工事費  約 600 万円  ＊1 工事費  約 180 万円  ＊3 

最終支払金額 約 639 万円  ＊2 最終支払金額 約 189 万円  ＊4 

 ＊1) 工事費は施工条件により増減 

＊2) 融資制度借入 540 万円（利率 0.6%）、他行借

入 60 万円（利率 3.0%）と仮定して計算 

 

＊3) 工事費は施工条件、専用充填材の注入量によ

り増減 

＊4) 融資制度借入 162 万円（利率 1.05%）、他行

借入 18 万円（利率 3.0%）と仮定して計算 

大雨などによる宅地被害を防止するためには、擁壁等が壊れる前の対策が重要です。基本的には、防災工事（技術基準に基づ

いた工事）が有効ですが、下表のとおり工事費が多額となり、防災対策が進まないのが現状です。 

そこで、宅地の災害リスク軽減に一定の効果がある減災工事への融資を開始しました。 

 是非、宅地の防災対策に新たな融資制度をご活用ください。 

 

擁壁等が崩壊した場合、崩壊する前と比較

し、隣接家屋等への影響もありますが一般的

に多額の改修工事費用が掛かります。 

 

我が家の安全を考えてみませんか？ ～減災工事のポイント～ 

 減災工事への融資始めました 

 

大雨による被害 

壊れる前の対策が重要 ！！ 

 

減災工事融資についての詳細は裏面へ 

融資を活用した減災工事による我

が家の安全を考えてみませんか？ 
 

そこで・・・ 

融資を活用した防災工事と減災工事の比較例 

施工前 

施工後 

施工前 

施工後 



 

 

 

 

 

 

 

■ 融資を受けることができる工事 

擁壁などの崖崩れ災害を未然に防ぐために行う、擁壁の補強工事や法面保護工事等で工事による減災効果が適当であると市長が認める工事。 

■ 融資を受けることができる土地 

・ 自己居住 ・親族居住 ・自己が所有する空き家  

■ 融資を受けることができる崖  （基本として、次の全てに該当することが必要です。） 

・ 地盤面からの高さが２ｍを超える崖地 

・ 崖の下端から２Ｈ以内、又は上端から１Ｈ以内に家屋、 

公共施設又は私道が存し、崖崩れによる被害が及ぶおそれがある崖 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 北九州市小倉北区城内 1番 1号  

北九州市都市戦略局計画部開発指導課 

                                           電話 582-2644 FAX 582-2503 

４ 融資工事例 

  宅地の擁壁などの崩壊による災害を未然に防ぐため、擁壁などの補修・補強等の工事に対し、北九州市が融資を行うものです。 

   

・融資額 ：工事費用の９０％（上限２００万円） 

・利率  ：１．０５％（※平成３０年４月現在） 

      利率は変動しますので、開発指導課に

お尋ねください。 

・償還期間：１０年以内 

・償還方法：元利均等月賦償還（繰上げ償還可能）  

・担保  ：必要に応じて 

・保証人 ：必要に応じて 

・年齢制限：有 

１ 減災工事融資とは 

２ 融資を受けることができる条件 

３ 融資額等 

 

崖の高さ＝H 

(2m 超) 

θ＞30° 

２H 

 

H 

２H 

H 

崖から離れている方を採用 

“減災工事への融資始めました” 

石積補強 石積表面保護 簡易吹付法枠 


